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The Japanese language has long been characterized as a head-final language, but in most of 
its verb complexes the head precedes the complement. This study proposes that placing the 
head first in verb complexes and the semantics-over-morphology principle account for the 
grammaticalization in Japanese. In the sentence, “Hanako-wa Taro-ni at-ta koto-ga aru. 
(Hanako has met Taro before.),” the clause preceding koto is regarded as a subordinate 
clause, and koto-ga aru is the main clause in the original structure, but considering koto-ga 
aru as an auxiliary verb transforms the entire sentence into a simple sentence. This shows 
that the semantic integrity and backgrounding of noun phrases’ (NPs’) lexical meaning are 





































(1)  甘くありませんでした。 
(2)  甘くなかったです。 
 
例えば，[ [ [ [ [ [ 甘く]あり]ませ]ん]でし] た] のように，機能的主要部を認め，










(3)  駅がある。 





                                                        










がある。便宜上，(4)を A 型，(5)を B 型と以下では呼び分ける。 
 
(6)  A 型は主節だけで文が成立するが，B 型は主節だけでは文は成立し
 ない2。 
(7)  A 型は主節が実質的な主節のままであるが，B 型は従属節が実質的
 な主節に相当する意味を担う。 







(9)  太郎は，骨折したことがある。 











































(11)  期日までに論文を提出しなければならない。 
(12)  申込書は提出しなくてもよい。 
                                                        
3 Lehmann(1988:193)では，従属節がより名詞句に近づくことをdesentencializationと呼んでいる。これは，文
でなくなるという変化を指し，Sandra decided that she would not go to the meeting. が Sandra decided not to go 
to the meeting. に転じても意味はほとんど変わらないが，前者の下線部が明確に節の性質を持っているのに
対して，後者の下線部は動詞が定動詞でないなど節でない（あるいは節としての性質が減じている）と見
ることができる。また，We are waiting for John to arrive. が We are waiting for John’s arriving.さらに We are 









(13)  期日までに申込書を提出すればいい。 
(14)  太郎は委員会に出席しないかもしれない。 














(16)   期日までに論文を提出しなければ。 
(17)  ??? 申込書は提出しなくても。 
(18)  * 期日までに申込書を提出すれば。 
(19)   太郎は委員会に出席しないかも。 










(21)  * 期日までに論文を提出しなければ，必ず，ならない。 
(22)   申込書は提出しなくても，たぶん，よい。 
(23)   期日までに申込書を提出すれば，たぶん，いい。 
(24)  * 太郎は委員会に出席しないかも，もしかしたら，しれない。 
(25)  ???  この本を読んでみたら，例えば，どうですか？ 
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 以上の観察をまとめると，以下のようになる。３つの尺度のうち，A と C は成
立しない方が文法化が進んでいると見られるが，B は逆に成立した方が文法化が
進んでいると見られる。評価の向きが異なるものが混在してわかりにくいので，





 尺度A 尺度B 尺度C 合計 
なければならない ×(1) ○(1) ×(1) 3 
てもいい ○(0) △(0.5) ○(0) 0.5 
ればいい ○(0) ×(0) ○(0) 0 
かもしれない ×(1) ○(1) ×(1) 3 
































(26)   花子｛が / の｝知らない事実がある。 
(27)   誰もが知っているようなことを，博識な花子が知らなかったことが
 ある。 















(29)   次の大会では太郎｛が / *の｝優勝するはずだ。 




(31)   明日の研究会の司会は太郎｛が / *の｝引き受けてくれることになっ
 ている。 
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(33)   花子は宝くじにあたったことが，かつて一度だけ，ある。 





























 「ことがある」は上で見たように尺度 e も尺度 f も満たす。では，(31)(32)で見
た「ことになる・なっている」「ことにする・している」の場合はどうだろうか。 
 
(35)   副指導教員がサインしてもよいことにもなっている。 
(36)   講演の依頼は断ることに，とりあえず，している。 
 
 これらは，いずれも尺度 e, f を満たす。ここで見たものを整理しておこう。 
 
 尺度C 尺度E 尺度e 尺度F 尺度f 
のだ ×(1) × ― × ― 
ものだ ×(1) × ― × ― 
ことだ ×(1) × ― × ― 
わけだ ×(1) × ― × ― 
ことがある ×(1) ○ ○ ○ ○ 
ことにしている ×(1) ○ ○ ○ ○ 
ことになっている ×(1) ○ ○ ○ ○ 
 
 この表を見ると，連体修飾節を含む形式は，大きく２つに分けられることがわ
かる。「のだ・ものだ・ことだ・わけだ」を A 群，それ以外を B 群と便宜的に呼
び分けておくことにしよう。ここでは，尺度 C が成立しない方が，助動詞として
の機能性が強いと評価されるが，これは特に A 群と B 群で違いが見られない。 
尺度 E, F をクリアしない場合は，そもそも尺度 e, f は問えない（このため，表
では―で表示している）が，一方で，尺度 E, F をクリアしているものは尺度 e, f
をクリアしており，形態論的な特徴にだけ着目すれば区分が可能である。よって，





(37)   太郎は参加しないということだ。 
(38)   太郎は参加しないということにする。 
(39)   太郎は参加しないということになる。 
 
 本論では，「ことだ」と「ことにする」「ことになる」に派生関係があるもの










(40)   無理な注文は引き受けないことだ。 
(41)  無理な注文は引き受けないことにする。 




























































(43)   太郎は既に新大阪駅に到着している筈｛だ / *にする / *になる8｝。 






(45)   花子が来春学会発表するようだ。 
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(46)   花子が来春学会発表するようにする。 















(48)   花子が来春学会発表したようにする。 



























(51)   花子は小説家になれないかもしれない。 
(52)   花子は小説家になれない｛可能性 / おそれ｝がある。 
 
 「かもしれない」は後で言及するように，本来的には「知れない」が主節であ














(53)   太郎は論文が書き上がらず困っている｛感じ / 様子｝だ。 
(54)   太郎は論文が書き上がらず困っている｛ようだ / みたいだ｝。 










(56)   花子には，どんな問題にもひるまず取り組む感じがある。 
(57)   次郎の負担が大きくなる感じがする。 
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  事前に文案を検討する｛必要 / 義務｝がある。 





















(59)   変な｛感じ / におい / 味 / 音｝がする。 


















 名詞種別 派生関係 例文 
Ⅰ型 形式名詞 (63)～(67) 
一般名詞 (68)～(72) 
Ⅱ型 形式名詞 α型 (73)～(74) 
β型 (75)～(80) 
一般名詞 α型 (81)～(83) 
β型 (84)～(89) 
Ⅲ型 一般名詞 (90)～(92) 
Ⅳ型 形式名詞・一般名詞 (93) 
 
(61)    沖縄に行ったことがある。（経験） 
(62)    エステに行くことがある。（頻度） 
(63)    何も釣れないときがある。（頻度） 
(64)    散り際の桜には切ないものがある。（程度性） 
(65)    納得できないところがある。（部分性） 
(66)    彼女は不合格になる可能性がある。 
(67)    書類が受理されない｛場合 / ケース｝がある。 
(68)    停学になった｛経験 / 過去｝がある。 
(69)    大学院に進学した理由がある。 
(70)    納得がいかない｛点 / 部分 / 箇所｝がある。 
(71)    体調の悪いときはよく寝ることだ。 
(72)    太郎は言語学を専攻するようだ。 
(73)    赤ん坊はなくものだ。 
(74)    なるほど君が緊張するわけだ。 
(75)    次郎ハ何も知らないのだ。 
(76)    太郎は合格するはずだ。 
(77)    君が行くべきだ。 










(79)    彼の話し方は人を諭している感じだ。 
(80)    彼女は進学するつもりだ。 
(81)    与党としては野党案を受け入れた形だ。 
(82)    首相は総選挙に打って出る構えだ。 
(83)    彼は就職する気だ。 
(84)    来週は天気がよくなる見込みだ。 
(85)    午後から雨が降る予報だ。 
(86)    学部を改組する予定だ。 
(87)    幹事長は打開策を模索している模様だ。 
(88)    彼女は何か心に秘めている感じがする。 
(89)    この事件は，A 氏の背後に黒幕がいるにおいがする。 
(90)    今回のことに関して彼は全く何も知らない気がする。 
(91)    朝ご飯は食べた方がいい。 
 






立しないと見られるのである。これは「A が B だ」と「A が B になる」が格シフ







(92)   彼は来るはずだ。 
(93)  ??? 彼は来るはずでない 








(94)   彼は来るはずがない。 
(95)   彼女が小説家になるわけだ。 
(96)  ???  彼女が小説家になるわけでない。 
(97)   彼女が小説家になるわけがない。 
 
















(98)   今年の夏は猛暑になるという。 
(99)   今年の夏は猛暑になるって（いう）。 
(100)   太郎は合格するかもしれない。 
(101)   太郎は合格するやもしれぬ。 
(102)   教えてくれるといい。 
(103)   休まなければならない。 
(104)   休まざるを得ない。 
(105)   休んでもよい。 
(106)   休んだらいい。 
(107)   休めばいい。 
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 活用種別等 例文 
Ⅴ型 引用形タイプ (100)～(101) 
疑問辞タイプ (102)～(103) 
仮定節タイプ (104) 




















(109)  休ませなければならない。（使動辞の介在） 
(110)  休んでいてもいい。（アスペクト辞の介在） 








(112)  Ⅴ型 ||かも|しれない|| 
















(114)   太郎が音素の概念を理解していないのが問題なのだ。 
(115)   太郎が音素の概念を理解していないことが問題なのだ。 




































ば，I am going to attend the meeting. の本来の解釈は，I と am going が主部と述部
で，to attend the meeting を副詞句とするものである。しかし，going の語彙的意味
が後退し，be going to が機能単位となるときには，[be going to]が助動詞と解釈さ
れ，本動詞（あるいは動詞主要部）が attend であると見なされる。このときは，





































 加藤(2007, 2009)などで言う《非節化》は第１節で言う B 型などに生じるもので
あるが，端的に言えば，複文構造が単文構造になるような，節を一つ減ずるよう
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(121)  （たまにはお酒を飲む）ことが | ある 






















ある。たとえば，英語の It looks that… では，その本来の構造においては It looks
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